





























2 0 1 0 年 6 月



























































































































60 早稲田商学第 424 号
60
や「投資」という言葉の使い方が経済学を一寸勉強した人であれば間違っていることに
気付くが，この点は言葉使いの問題なのでおくとしても，この考え方は二重の意味で間
違っていると思われる。
　一つは，家計の金融資産の資産別内訳は実際に資産を保有する各家計が考えた上で決
定しているものであり，その国の文化や風土，歴史をも反映しており，米国が正しくて，
日本が間違っているという次元の問題ではない。個人の資産選択について，政府があれ
これ容喙すべきものではあるまい。
　もう一つは，現にわが国の家計は過去の経験に鑑み，きわめて合理的な行動をしてお
り，ここ10年くらいの期間で見た場合，預貯金の方が株式保有よりも運用利回りは高く
なっており，結果的にも家計の資産選択が間違っていなかったとも言えよう。
以上
